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(１)法人組織運営 

1. 2022 年度に選出された評議員、理事、支部代表の元、学会運営が執り行われた。 

2. 本部運営に関して、各委員会活動と、その統括を総務委員会にて執り行われた。 

3. 支部代表者会議を行い、各支部の運営体制を共有し、将来的な統合の必要性について話し合った。 

4. 会員管理システム(Menergia) を導入し、事務局業務の一部(会員管理、郵便物発送、年会費、参 加費支

払い)の外注化を実施し、事務局業務の省力を図った。 

(２)学術集会開催事業 

1. 第 5 回を、黒﨑幸子大会長、武井洋一郎副大会長にて、2024 年 11 月 9 日-10日に東京で開催

し、11 月 23 日〜12 月 22日にオンデマンド配信を行った。 

2. 配信会社は使用せず、関東・北海道支部の評議員・世話人にて運営と映像配信を行った。 

3. 参加者の総数は 343 名であり、昨年に続き、300 名以上の参加者数となった。 

4. 企画は、教育講演 1 題、特別講演 1 題、教育セミナー 2 題、シンポジウム 1 企画、ワークショ

ップ 1 企 画、講習会報告、組織調査報告、一般演題 15 題、ランチョンセミナ-1 企画であっ

た。 

5. 後援団体 20 団体(過去最多)、参加企業 12 社 (過去最多)、協賛会社 1 社 であった。 

6. 高谷恒範大会長、杉田淑子副大会長にて「個別化医療と睡眠解析の革新」をテーマに、第 6 回

学術集会を 2025 年 11 月 1日-2 日での開催プログラム作成と運営計画を行った。 

(３)支部例会活動 

1. 6 支部全てで例会が開催され、全体で計 7 回例会を開催した。総回数は減少している。 

2. 各支部にて開催方式(オンデマンド、ライブ、ハイブリット配信、現地開催)が決定され、 実施

された。ウェブ開催の場合、所属支部以外の参加があり、参加人数の増加に効果的であ ったも

のの、一部では開催支部の参加者が少ない状況も認められた。 

(４) 広報活動 

1. ニューズレター(第 5 号)の発行を行い、会員への郵送を行った。 

2. 学術集会抄録集を、会員への郵送を行った。 

3. 支部例会動画、講習会動画を iryoo.com を用いて配信を行った。 

 (５)日本睡眠学会(JSSR)との協働関係構築 

1. 第 5 回学術集会にて、JSSR 専門技師に対して、JSSR 認定更新 5 単位付与した. 

2. JSSR からの派遣理事 (内村直尚理事長、中山秀章教育委員会委員長)による JSSR の活動(睡 眠

障害科の組み合わせ標榜、AASM マニュアル翻訳など)への理解が促された。 

(６)その他事業 

1. 第 4 回講習会「睡眠医療を支える検査技術の習得～臨床で活かせる検査技術を学ぶ～」の テー  

マで、オンデマンド配信(2025 年 7 月 16 日～8 月 5 日)を行い 168 名が参加した。 

2. 組織調査では「CPAP 管理(遠隔モニタリングを含む)」の実態調査を会員に対し行い、2018 年

度と比較して報告を行う。 


